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Ⅶ 東田沢地先にお､ける放流ホタテガイの

フジツボ､ポ リドラによる被害状況調査

西山 勝蔵 ･ 伊藤 進 ･ 富永 祐二

は じ め に

平内町漁業協同組合エーり､東田沢地先に放流した昭和44年産ホクテガイにフジツボ､ポリドラが多

発し､-い死月が多く混獲されてお り､今後これが更に悪影響を及ぼすのではをいかと思われるので調

査して欲しいとの依頼を受け､本調査を実施した○

調 査 方 法

o調査期間 ;昭和47年2月25日

o調査地点 ;第 1図に示した4地点

o調査事項 ;

各地点にかいて､ホクテガイ桁網を一定時間曳網 し､ホクテガイの生月､死月を採捕した｡昭和44

年月については､採挿された個体数､穀長､重量､貝殻葺量､肉重量 (生月のみ)を測定すると共に､

これに付着しているフジツボの個体数､穀長､穀高､葺量を測定し､更にポリドラによる被害程変を観

察記暮した○

昭和45年月も同時に混獲されたが､フジツボ､ポ1)ドラ共に付着してい貴いので採捕S.れた個体数

を記蘇するにとどめた｡また､それぞれの地点において投網時および揚網時に間縄で水深を測定した｡

更に揚綱時にロー ト式採泥器を用い採泥を行をい､ Tylerの標準節を用いて粒変組成を測定したO
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第 1表 ホクテガイの分布密変､生残率､フジツボ付着率

St. 水 深(伽) 曳 網 時間(分)曳網 面 積 昭和45年月生 月分 布 密 変 昭 和 4
4 年 月生 月 死 月 生

残 率(%)分布密変 フジツボ
分布密変 フジツボ(〟 ) (個/〟) (個/m9 付着率

勿 (個/戒) 付着率(%)1 55～ 26 5482 19.5 5

.7 18.5 4.5 47.5 57.02 52-.-25 580

4 1.4 2.5 51.7 1.5 70.0 60.53 50--28 5482 0 2.占 10.8 0.5 59.5 85.7

4 27--19 152,411 0.5 2.5 17.

1 0.5 54.7 79.4平 均 一- - 5.5 5.5 19.5 1.7 5

7.9 70.2(註) (分 布 密 変)-青磁 率 但し桁網漁獲効率は

15%としたo(

フジツボ付着率)(生 残 率) フジツボの付着しているホクテガイ個体数採捕された全ホクテガイ個体数

×1()0%

ホ ク テ ガ イ 生 月 個 体 数ホクテ

芽ィ左.丘イ品 表+=*}̂ jlt買1m5品 個体数×100%調 査 結 果(1) ホクテ

ガイの分布密変､へい死率ホクテガイの分布密変は､第 1表にみられるようにSt.1で最も高く､44年月

5.7個/m2の他に45年月が 19.3個/m2も分布していた｡これはこの地点が 44年､

45年月の放流境界に当たる場所で､一変も採捕されていをい草によるものと思われる○その他の地点は操

業中の漁場であるが44年月の分布密変は2.3- 2.5個/nfとか売 りのものが残っておD､45年月も幾

らか混在 していた｡ホクテガイの生残率をみると､St.1が 57.0% と最低で､St

.3が 83.7% と最高を示し､調査漁場のうちでは西寄程低い傾向を示した｡夜か第2表に示 し

たように死点の大きさは生月と余b変らず､二枚の穀が くっついたままのもの

が大部分であった｡このことは極 く最近に売って-い死したことを意味するもので注目すべきことである

｡(2) フジツボの付着状況ホクテガイ生月のうち10､ 30% 前後のものにフジツボの付着がみ

られ､ホクテガイ死月では生月よbむしろ多く47- 70% のものに付着がみられた｡フジツボの種類は ミネフジツ

ボ (Balanusrostrotus Heok)で､第2表に示した ように非常に大型に育ってお.

り､殆んど総てのものが生きていた｡また桁網でホクテガイと同時に採集された′｣＼石やイガイの

死殻をどにも同じ程匿の大きさのフジッポが付着していた｡ホクテガイの穀をみると､ポリドラが着生

した後にフジツボが付着した形跡があること充どから推定して､稚貝放流後 (昭和 45年3月以降)に付

着したものと考えられ､また45年月には付着 していをいことから昭和46年 12月以前に付着が終ってい

たものと考えられる｡ホクテガイ生月 1個当た.りのフジツボの付着量が最も少夜hSt.3では平均 1個体､10.39
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第 2表 ホクテガイ､フジツボ､ポリドラ測定結果 (昭和44年月)

調査地 生 月

ホ ク テ ガ イ フ ジ ツ ボ ･ポ

リ ドラ穀 長 重 量 殻重量 肉重量 肉歩留b 個体数 穀 長 穀 高

重 量 被害変 出現率点 (cnt) (g) (グ) (グ) (9) (

個) (cm) (C珊) (9) (%)1Ill.51一.5 181.8190_7 77.992.7 69.478.0 47.1一45.7 6.4 1.9一ヽ､一.4.1 2.7-ヽ

ノ4.0 86.5 01254 10504020ロ2 ll.5ll.5 185.8171.5 85.277.8 80.581.5 48.551.1 7.4 1.5■､■

′5.2 2.9一ヽー′5.4 86.4 01254 27955903 10.110.0 151.8119.5 59.754.5 60.056.4 50.150.9

1.0 1.7一ヽ′5.1 1,2一ヽー′5.5 10.5 01254 126912704 10.910.a 166.0154.5 75.561.5 78.561.8

51.050.0 7.0 1.5一､-′4.1 1.2一ヽ一.メ4.0 578 01254 7051-620千狗 10.9510.9 1615154.0 74.671.6 72.1

占9

.5 49.249.4 5.5 1.65■■ヽ-′5.65 2.0一､-′4.25 50,2 01254 14

2755240死 月辛狗 ll.0 84.2 8.4 1.

5一ヽノ4.5 1.5へ■′5.9
75.8 01254 20

404000(註) ホクテガイ生月の測定値､上段はフジツボの付着したもの､下段はフジツボの付着してい

夜いものの平均値oポリドラの被害変

o;穿孔が肉眼で観察されをいものo1;穿孔が見られるが穀が硬 く穿孔数はl年月では′J､型虫が 60以下､2年以上の月では大

型虫が30以下のもの0

2;穿孔が



匠も達していた｡ホクテガイ死貝で

は生月よりも付着量が多く､平均8.4

個体､ 75.89にも及んだ｡

(3) フジツボの付着がホクテガイの駐

長歩留.りに及ぼす影響○

(i) 第2表にフジツボの付着したホ

クテガイと付着して柔いホクテガ

イの殻長､重量､肉重量充どの比

較値を示した｡また第 2図､第3

図にフジツボの付着量 とホクテガ

イの肉葺量､肉歩留の関係を示し

た｡ これ らの結果はフジツボの付

着はホクテガイの成長にマイナス

の影響を及ぼ したことを示すもの

のようであるが､その逆の例 も含

まれて潜 り確かをことまでは認め

難い面もあった○

(ii)第4図は調査地点毎のフジツボ

の付着率とホクテガイの生残率とI

の関係を示 したものであるoホク

テガイ生月に対するフジツボの付

着率でみれば､付着率が高い地点

程ホクテガイの生残率が低く売るo

また第2表でもみられるようにホ

クテガイ生月に比較 して死月の方

がフジツボの付着率充らびに付着

量が多い傾向がみられる｡これら

のことはフジツボの付着がホクテ

ガイのへい死を促したことを示す

-証拠と夜.りそ うであるo

しか し､ホクテガイ死月のフジ

ツボ付着率もこみVCしてみた場合

VEは必ずしも充分な関係が成立 し

てい夜いことから考えて､ホクテ

ガイの-い死を促したと断定する

までの証拠としてはやや不充分で
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第 2̀図 フジツボの付着茎量とホクテガイの肉重量の関係
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第 3図 フジツボの付着重量 とホクテガイ

の肉重量/全重量×100%の関係
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あるo

(iii) ホクテガイ採輔の際桁網によって

反転され､そのまま漁場に残るホク

テガイもあると思われるoこの際ホ

クテガイは付着 した フジツボの重み

で正常位に戻れず死亡する可能性が

あるかも知れをVl｡このよう充疑問

が持たれたので､フジツボが付着 し

たホクテガイを用いて水槽甲で実験

したところ､反転したホクテガイは

約12時間で 12個甲ln個が正常

位に戻.り2個が戻.り碍貴いことが観

察された｡したが って桁網操業によ
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ノ〝第4図 フジツボの付着率とホクテガイの生

残率る影響がフジツボの付着によって幾 らか出たと推定することが出来るし､今後フジツボが成長

すればその可能性はよ_り増大するかも知れを

い｡(4) ポリドラの付着状況とその

被害第2表に示した ようにポリドラによって穀が崩壊 した.り､へい死したと思われるホタテガイ (

被害変4)は見 られ貴かった｡しかし崩壊一歩手前と思われるもの (被害変3)は7- 62%と非常

に多く出現 してか_り､このようをホクテガイに更にフジツボが付着したものではフジツボの掃除作業

で穀が壊れてしまうことが今回の標本の測定中に経験され

た.(5) 底質の粒変組

成第3表 底質の粒変

組成調査地点 水 深(n) 底 質 の 粒 匿 組 成 (%)> 4 " 4- 2放尿 2- 13W 3m 0.5 mm 0.25m
0.125mm nm1--0.5 一一 0.25 一一0.12

5 一一0.063 0.㈹ 3>2 2b 56.7

51.5 9.6 2.4 0 0 0 03 28 45.9 17.1 10.4 9.1 7.5 8.9 2.6

0.74 19 85.1 6.2 5.1 2.6 2.5 0.5 0 0

第 3表に示 したとおb各地点とも粒径 0.1253m 以上

で底質の面か らすれば､ホクテガイ漁場 としてほほほ最適の場所と思われるo(6) その他の底生生物

ホクテガイに被害を与え

ると思われるヒトデ類は全地点で 6個体採捕されたに過ぎず極めて少浸かったo考察および結論

調査した漁



が57.0- 83.7% とさがってきている｡その原因として考えられることは現在のところデ｣クーとして

は幾分不明瞭なところもあるが種々の点から推定してフジツボの異常夜付着によるものと考えられるO

フジツボ (ミネフジツボ)は今後更に成長する可能性が充分あるし､これがこの漁場で増殖する可能性

もあるので充分に警戒する必要がある｡

ポリドラによってへい死するに至ったホクテガイは今のところをいようであるが､殻が崩壊の一歩手

前と思われるものが非常に多い｡フジツボとポ リドラの両者が付着しているホクテガイでは､フジツボ

を循除する際にホクテガイの穀が壊れるので､販売不適と売る可能性があって､これも問題であるo
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